
直
言

中国の悲劇が拡大している。
戒
厳令施行後

の混沌たる状況の中でついに六月四日、
北京

は「血の日曜日」と化した。
もはや中国共産

党一党独裁体制解体のまえぶれであり、
中華

人民共和国崩壊への一頁がここに刻まれたと

私は見ているが、
当面は強硬派の武力鎮圧に

よって中国は長い混乱と抑圧の季節を迎える

かもしれない。

こうした中で今、
世界各国は中国当局を強

硬に批判している。
アメリカのプッシュ大統

領、
あるいはフランスのミッテラン大統領や

ハンガリー政府まで、
そしてソ連も慎重な対

応ながら、
民主化への
軍事的制裁を苦々
しく

思っているであろう。

こうした中で中国にとって極めて密接な関

係にある日本政府・外交当局の対応が注目さ

れていたのであるが、
日本政府は一貫してこ

の中国の事態に対して消極的な対応をしてい

たと言わざるを得ない。
そもそもわが国の政

日
本
は
対
中
経
済
制
裁
を

府・外交当局は民主化デモが起こった当初か

ら、
たいしたことはないと過小評価していた

のであり、
しかも六月四日の惨劇が起こって

も、
その対応は極めて遅々
としていたのであ

る。
その翌日、
ようやく外務省の報道担当者

が憂慮を示したにすぎなかった。

六月六日に字野新
首相は就任当初のステー

トメントの中で、
日本は他の西側諸国と違っ

てかつての日中戦争という経緯もあり西側諸

国と同じ対応をするわけにはいかない旨を語

っていた。
私自身もしばしばそうした政府の

姿勢を批判してきたが、
その後経済界その他

の世論のきびしい
対応にあって改めて
遺憾の

意を表明し始めたものの、
ここまで中国の状

態が悪化し日中関係そのものが肝心の経
済協

い米京外川町山川大学教授

中：
嶋；

嶺
雄

力関係を含めてすでにズタズタに寸断された

状況に到って、
ようやく駐日中国大使を呼び

出して憂慮の念を伝えるような後手後手の姿

勢を終始一貫続けていたのである。

わが国は中国との密接な関係においてこの

事態を座視するわけにはいかないのであり、

今日本国民の大多数は中国当局のこの暴挙に

憤っている。
もとより、
日本が中国の内政に

干渉をすることは厳に慎むべきであろうが、

まず第一に精神的・物質的なあらゆる援助を

軍によって抑えつけられた人達、
あるいは死

傷者達に対する
救援活動は
積極的にすべきで

あろう。一方、
血ぬられた李鵬政権とまさに

リクルートに汚染された竹下
首相とが約束し

た八千百億円およびそれにプラスした新たな

円借款や経済協力などは、
この実行を拒否す

るぐらいの姿勢を示すべきではないか。
国民

の血税をこうした中国当局に供与すること自

体、
大きな問題だと言えよう。
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特集 、中国は芯こへ行くグ
権力闘争、箪の動き、対中投資、香港情勢

ホメイニ亡きイラン

ルボ ソ連軍撤退後のカフこールを見る

学笠たちの・怒り．を一身に自埋めた手嶋中国首相


